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海や川、湖や池などの水辺では気をつけないとあぶないところがあるよ。

rかっぱの“お。さ・ら
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!」 の合言葉を覚えよう !!

ゴ

■

ロ

ロ

０

９９

子 どもだけで水辺に近づかないこと !

きゅう ふか

みずべ     あし

水辺では、足をすべらせてころ

んだり、急に深くなっていたりして、おばれてしまうことがあります。

水辺ではサングルやぼうしなど、落としてしまったものをひろおうと

したり、流されたものを追いかけたりして事故 につながることが

あります。まずは、ぬ
眩算

いもの (かかと
強|め

られる「サンダル」や

「くつ」)を はくことと何かを落としたり、流されたりしたら、近くに

いる大人に助けてもらおう !

水辺では「ライフジャケット」をつけることを忘れずに 1事故が起こっ
ひと            たす

てしまっても「ライフジヤケット」をつけていた人のほとんどが助

かっています。準備できる日寺は必ず、「ライフジヤケット」をつけよう!

●..eキ 「ライフジャケット」亡つくすると安tしだな
あんしん
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人間の身体は3を た一 っおil,日晨っても
X

A .2%く らいしれ`浄きません!

からだ なか  くうと              とを

※体の中に空気がいっぱいある時

流れている水や波のあるところだと、息ができずに、おぼれてしまうことがあります。

そして、ほとんどの人は息をはくとしずんでしまいます。

自然の水辺では、プールでバリバリ泳げる人でも、オリンピックに出た水1泳選手でも

おぼれてしまうことがあるんです―・。
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だから、水辺に近づく時は…
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「 ライフジャケット」てつ(す ると

顔が氷より上に出ます !
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水辺に出かける前に、お子さんと一緒にこちらのWebサイトで 学んでください !

翻 鰯 翻 翻
子どもたちに
ライジャケを 1

香川県教育委員会
r学校における水難事故

防止対策強化事業」
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r水辺の安全八ンドブック」

本資料は、学校や園などでの授業目的での使用に限り、ご自由にお使いいただけます。資料の転載・改変はご遠慮ください。
授業以外での使用をご希望の場合は、こちらに事前に連絡をお願いします。>「子どもたちにライジャケを!」 info@life,acket‐ Santa com
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～ 六人の方へ ～

子どもたちは思っているより浮きません。

なので、一瞬でしずんでしまうことがあるん

です。子どもたちがおばれる時は、音も立て

ずにしずかにおばれる一と言われています。

見守る時は腕の届く範囲で、そして、必ず

「ライフジャケット」を準備してくださいね !

大人も「ライフジャケット」をお忘れなく!!
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